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＜報道概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時 令和 8年 9月 16 日（水）18 時 00 分～19時 30 分 

■主催 徳島大学環境防災研究センター 

■場所 オンライン(Zoom) 

■参加費 無料 

■プログラム 
・開会挨拶（調査概要）  

蒋  景彩 環境防災研究センター長・教授 

・報告①「観測地震動と地表断層沿いの地盤・構造物被害」 

蒋  景彩 環境防災研究センター長・教授 

古谷 綱崇 客員准教授／国土防災技術株式会社高知支店 管理課長 

・報告②「断水被害の高齢者施設、保育施設を訪問して」 

  中野  晋 客員教授・名誉教授  

徳永 雅彦 客員准教授／（公財）徳島県スポーツ協会 常務理事兼事務局長 

西村 実穂 客員准教授／國學院大學人間開発学部子ども支援学科 准教授 

・報告③「災害中間支援組織と被災者支援について」 

井若 和久 人と地域共創センター 特任助教 

・報告④「災害情報共有会議『火の国会議』について」 

上月 康則 環境防災研究センター 副センター長・教授  

・報告⑤「避難所運営支援の状況について」 

  松重 摩耶 環境防災研究センター 助教 

・報告⑥「熊本県の受援体制と避難者支援の状況」 

坂東  淳 環境防災研究センター 特任准教授 

770-8501 

徳島市新蔵町 2 丁目 24 番地 

電話番号 088-656-7021 

https://www.tokushima-u.ac.jp / 

令和8年 7月 28日に発生したマグニチュード7.1、最大震度7の「令和8年熊

本地震」は、熊本県を中心に甚大な被害をもたらしました。この地震の特徴と

して、真夏に発生した最大震度 7の地震であること、平成 28 年熊本地震から、

わずか 10年で、近接する地域で再び発生した大地震であること等が挙げられて

います。 

徳島大学環境防災研究センターでは、被害の実態や初動期の災害情報共有、被

災者支援・避難対応、受援体制などについて、幅広い観点から調査を実施しま

した。本速報会では、現地調査の結果を報告し、得られた知見・課題を共有す

るとともに、今後の地震災害軽減対策について、参加者の皆様と一緒に考える

機会となれば幸いです。 

令和 8 年熊本地震災害調査速報会 

開催のご案内 



 
・報告⑦「DWAT 派遣・活動による被災地支援」 

青木 正繁 災害・危機対応ﾏﾈｰｼﾞｬｰ(※）／(医）介護老人保健施設悠心館 次長  

・質疑応答及び意見交換 

・閉会挨拶 

上月 康則 環境防災研究センター 副センター長・教授  

 

■参加方法  

下記の Google フォーム URL またはチラシの QR コードより、9月 14日（月）までに 

事前にお申し込みください。 

 

申込フォーム URL： https://forms.gle/hf569PXkWitW43po8 

 

定員（100 名）に達し次第、＜申込フォーム＞の受付を終了します。 

9 月 15 日（火）正午までに、登録いただいたアドレスへ Zoom の URL を送付させて

いただきます。 

 

 

※徳島大学と香川大学が共同で実施している「四国防災・危機管理プログラム」を

受講し、災害や危機管理に関する知識の教授、助言、情報提供などを行うことが認

められた者に授与される民間資格。 

 

 

お問い合わせ先 

徳島大学環境防災研究センター 

担当者 技術補佐員 平田・尾野 

電話番号 088-656-8965 

メールアドレス rcmode[ｱｯﾄ]tokushima-u.ac.jp 

※メールを送信される場合には、[ｱｯﾄ]を@に置き換えてください。 


